
TOP Message

 ACT NOW！ ACT 
TOGETHER！ 2018

3ヵ年中期経営計画
リケンテクノスグループは、2016年4月に3ヵ年中

期経営計画を始動させ、今年最終年度を迎えまし
た。「ACT NOW！ ACT TOGETHER！ 2018 
～すべての生活空間に快適さを提供するリーディン
グカンパニーを目指して～」という経営方針を掲げ、
5つの主要課題に取り組んでおります。リケンテクノ
スグループの製品は、世界中で自動車、家電、電線、
住宅、生活資材、医療機器など様々な分野でご採用
いただいていることから、「すべての生活空間に快適
さを提供する」ことを経営方針としています。経営課
題を一つひとつ解決していくことが、そのまま社会の
貢献につながっていきます。そのために、あらゆるス
テークホルダーとさらに強固なパートナーシップを築
き、リケンテクノスグループの社員も一丸となって、
「ACT NOW！ ACT TOGETHER！」のもと、課
題解決に取り組んでまいります。

国際社会の一員としての責任

持続可能な社会を目指して
国連サミットにおいて採択された「持続可能な開

発のための2030アジェンダ」にある普遍的目標で
あるSDGs（ エスディージーズ／Sustainable 
Development Goals）や環境省による「プラス
チック資源循環戦略」など、持続可能な社会を実現
するための取り組みがますます盛んになってきてい
ます。リケンテクノスグループの生産しているものは
高機能プラスチック製品のため、使われている製品

は、産業廃棄物として分別され廃棄・リサイクルされ
るものが大半を占めますが、廃棄・リサイクルも視野
に入れた製品開発と燃費向上などの環境負荷低減
のための製品開発などを積極的に行い、国際社会
の動きと連動し、責任を果たしてまいります。

すべてのステークホルダーの皆様と共に
将来にわたり実りある豊かな社会を維持するた

め、これまでもリケンテクノスグループは、お客様、お
取引先様、従業員、株主様、地域の皆様などすべて
のステークホルダーの皆様と共に歩み、社会の課題
解決に努めてまいりました。リケンテクノスグループ
は、様々なかかわりを通じ、ステークホルダーの皆様
と信頼関係を築き、今日まで存続・発展することがで
きました。そして、これからもその姿勢を変えることは
ありません。本CSR報告書では、リケンテクノスグ
ループを支えてくださるステークホルダーの皆様と
のかかわりについて報告しております。是非、ご覧く
ださい。

特集
本CSRの特集では、様々な製品が皆様のお手元

に届くまでの「もの造り」の大きなバリューチェーンの
中で、リケンテクノスグループがどのような役割を果
たしているのかをご紹介します。すべての生活空間
に快適さを提供するリーディングカンパニーを目指し
ながら、同時に環境負荷低減のための取り組みをご
理解いただければと思います。

私たちは、持続可能な社会の実現に向け、これか
らもステークホルダーの皆様と共に歩んでまいりま
す。今後ともさらなるご支援を賜りたくよろしくお願い
申し上げます。

代表取締役 社長執行役員
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プロフィール
常盤和明（ときわ・かずあき）
1983年（昭和58年）千葉工業大学工
学部卒、同年理研ビニル工業（現リケン
テクノス）入社。07年米国リケンエラス
トマーズコーポレーション社長、11年
コンパウンド事業部副事業部長兼コン
パウンド営業部長、13年4月取締役経
営企画室長。16年4月1日代表取締役
社長執行役員に就任。
神奈川県出身、57歳。
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2018年版のCSR報告書では、バリューチェーンにつ
いての特集を組んでおります。特集をご覧いただければ
分かるとおり、当社の製品の多くは、石油由来の樹脂を
原材料としています。将来における石油枯渇のリスクを
踏まえると、非石油系の原材料を元にした製品の開発
は、リケンテクノスグループにとって大きなテーマのひと
つです。現在は、石油由来の原材料に比べると非石油
系の原材料は価格が高いという課題がありますが、地球
環境をサスティナブルなものにしていくためには、原料
ソースを多様化させる、つまり非石油系の原材料につい
て積極的に開発を進めていくことが不可欠であり、当社
においても環境対応を意識した取り組みとしてSDGsに
向けた活動につなげていく必要があると考えます。

また、日本が変革していくなか、リケンテクノスグループ
も「働き方改革」を強化していきたいと考えております。
社員一人ひとりが効率よく仕事をこなすことが、「働き方
改革」につながると考えております。現在の倍ほどのス
ピード感で進むために仕組みづくりが必要で、そのため
には様々なツールやテクニック、ノウハウを活用していか
なければなりません。会議のあり方についても見直しが
必要です。上司と部下の垣根を越えて皆が闊達に議論
できる「言える化」を目指し、より効率的な運営を目指し
ていきます。そして、社員自身が先を読んで行動していく
ことが最も大切で、まずは周囲を観察し、情報をキャッチ
し、分析することから、先を読んだ行動に落とし込むこと
で、場当たり的な対応ではなく、効率的な取り組みとな
り、お客様との信頼関係も深まります。様々な場面で社員
の働き方が変わることで、リケンテクノス ウェイの実践に
もつながっていくと確信しております。

今後とも、変化を恐れずチャレンジし続けるリケンテク
ノスグループに対し倍旧のご厚情を賜りたく、切にお願
い申し上げます。

代表取締役会長

会長メッセージ
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取締役

執行役員（取締役兼務者を除く）
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RIKEN AMERICAS 
CORPORATION 取締役社長 
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役員の紹介
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